
3 Great.Britain '2729
づ̀

4 日 本 1560

5 France 1268

･''6 I 'GerTコany 1240

7 Netherlandbn 1043

8 Ⅰもaly 675

雑 誌 別 の % 総論文数

ジ ャ ー ナ jL' 880

プ ロ グ レ ス 41_0

14.45%

7.69%

･6.32%

6.11%

5.23%

3.25%

2'0,287に対す竃割合

4,39%

2.04%

以上の各表から知れ るように､我がプログレスは､その専門分野に於て世界

第 4又は 5位の論文数を有 してお ります｡ 他の雑誌では理論実験の両者を合算

LJだ席数であるのに対 し_ プログレスカ亨理論のみであることを考厚すれば_

effectiveを生産量は世界の トップクラスと云えるでしょう0 -万我が ジャ

ー ナサは_物性論の分野に於て名実共浸世界第-位の生産量を維持 LJてお りま

すO日本 に於ける論文の総生産量は世界第 4位で,惜 しくも三大強国の一員た

るを逸 してお りますが_同慶の念に耐 えません｡

云 うまで も貴 く､物理学の進歩は単に論文数の多寡のみによって決定するも

のではあ りませんO幸いにして我がプログ レ̂ス,ジャーナルは数多 くの名論文

を生産 し-た伝統があ りますので_今後共両雑誌の発展と多幸とを切望して止み

ません｡ (紹介者 基研 森田 正人)

｢国際夏の学校｣開催に対する危乍具

物 性若 手 グ ルー プ事務局

て の 9月､TokyoSummerInstituteofTheoreticalPhysicsと名

の る国際的鏡検の夏の学校がt大磯を中心に開かれ ることを､物性研究の読者
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は御存知であろ うかOあるいはをぜ御存知七をいのだろ うか｡

この裏あ学校めr分野は､ ｢多体問題 および素粒子貯あ り_ 2避問にわたる
＼l_-･

phニD levalib-若手的60名の教育と_自由討論を目的 とLl.)pIも柑 S,

YANG-はじめ高名を講師が､主として米国か ら参加す ることにをってい るO

それ_ 自体､一見非常に籍横であpるよ うに見 えるがこその開催には､い くつか

の疑点があるので_ ここに括滴-し､皆 さんの注意を喚起 したい｡

問題はかをり複雑であるが_〉ここでは ① 財政面と ①運営面の両側面か ら

と りあげよう｡

この夏の学校はー_多額の資金援助をアジア財団か ら受けられ る見 こ良がつい

冬ため具捧化 した｡アジア財団の資金は､米国学者の旅費にあてる条件で受け

られ るO 勉 に藤岡由夫氏を中心に 国内の募金が集められ てい るO

まず このアジア財 団であるが､本来ア~メ iIカの極東政策推進のための意図的

団鉢であることに注意 L,牽ければを ら恵Llo詳 LJくは-素粒子の名古屋KJR
発.行の資扉 とゆずる壷 ､かつては財団の意屈 にそって中国研究センタ-が日本

に設け られよ'ぅと したとき､研究者 の問に強い反対運動をおこしているo中国

研 究と物理ではt_いささか レベ如 ミ違 うがー 何 らかの目的の もとに資金は宙 る

のだとい うことを､受<ける側では銘記PL,ていー~告げれば怒ら1Z･いOひ もつ きの金

は 困るので'ぁっ て一夏の学校の性格-._運営がOある枠の中にはまった形にそる

ことは許 され希いp くれ るものは､ もらうo LJか L,束縛は受′け希い- とい う結

構を哲学 もあるが∴本当にそうであるためには;財政と切離したよほどLJ?か

りした′運営体制が組まれていを8才れば危いのだ̀O

そこで問琴早ま第2の側面に関連 してくるO

今回の夏の学校の準備にはー教育大の福田氏を中心に7人の諸氏が世義人 とし

て清廉されてい るo L,かし運営には非常にPrivateを色彩が濃 く(計画が物

理学会の委員会 ,あるいは物性小委員会を どの公式機関ぢかけられ検討 された

ことは希い｡日本におけるはじめてめここ国際的を夏め学･校 とい う､ きわめて重

要を影響力 の大きい公的計画を持った企画はー研究者の問で充分に討議され る

べ き問題であるO_,これは研究集団の中では原_郎 勺に不可欠をことであり､ ｢た

とえどう議論して も実質は変 りあるまい｣と個人が判断するのは誤 りである｡
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個人の研究は､原則的に自由であろ うOしかし大勢の研究集団の中で､一部

の金づるにめ ぐりあわせた研究者グループが､Priva七eに利益を受Iuること

は-三種のひずみであるO 同じ､財団か ら援助を受けるにしても､物理垂会oj

よ うをところが もらい受け､関係する研究者の討議の もとに必要適切 と思わFL

る研究企画に配布 され るのと､財団と接触のあるものが､ priva宜eに もらっ

てくるのとはi性格が大分異･るO

具体的に我々は次のことを､今回の準備委員に要求したい｡

①物理学会誌を通じての､詳細を経過報告 と表明こ計画の発表O

①物理学会の委員会 9 そらぴに物性はあっては物小委における義題としての

提出O

以上が藤式的で貴 く実行されることをt我々は強 く望むO

現在､夏の学校の計画は､と りあえず今年 1年であり､将来に対す る見通 し

は､全 くたつていをいo今のままでいけばおそらく､アジア財団の理毎会の意

向が､年 ～々の活動を決定-L,てしま うであろ うO かつて東洋文庫正ロックjl土ラ
___ここ

-財団の援助で設置された近代中国研究委員会は､発足後問もーを く､財団か ら

の資金打 ち切 りで苦境に陥っ た2･ま物理 もこの二の舞を袴むであろうか｡

何らかの形により日本で国際的を夏の学校を開 くことは､時代か必然に合っ

て来たよ うである｡今回の非常に具体的を動きをきっ かけに､我々は_日本で

開 くこの啓の学校の､本来のぞましい形とい うものを平行 して考えるべきであ

る. 資金を出すべきをのは 本来 どこであろ うかoJ運営体制は､本戦 ーまどろ̀でを

ければいけをいのかO何を分野とし'.,準を対象にどんを形で行われるわが､ も■

っ ともいいのであろ うか｡

我々は､将来を もひずませてはをら貴い｡

(附言) この問題に関しては､素粒子内における_研究の方琵上億向の異る二

派の根強い対立が､事実か らまっている｡ しかし､判断の基 準を十分持ち合

せぬ我 々は､ この点に関 してはあえて触れをかったO

ヽ
註 訳

1)他に第2企画と-して､東京の大学研究所での一般講演 ,公開討論が予定 さ

れ てい 呑｡
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2) KJ串ニユ-ス ｢アジア財団について｣

素 G名古屋KJR 1964.12.発行o

このニュースにアジア財団の性格 ,活動内容 ,報告が､特に日本 の中国研

究者研究団体連絡会義の調査を資料として､のせ られているO

東京大学大型計算機センター規則

(設 置)

第 1条 東京大学に大型計算機センター (以下 ｢センター｣ というO)を置くo

(冒 一的)

第 2粂 センター は､高速計算機を管理運営するとともにその塵鯖をはカ;り､

全国の研究者が_癖究のため共同に これを利周す ることを目的とする｡

(センタ- の長)

第 3条 センターに長を置 く｡

2 センターの長は､専任の東京大学教授のうちか ら総長が命ずるa

3 センターの長は､センターを代表し､ その所務をつかさどる｡

(運営委員会)

第 4条 第 2条の目的を達成す るためにセンターに運営妻員会を置 く0

2 運 営委員会の境剤は､別に定める｡

附 則

この規則は､昭和40年 4月1日から施行す る0

割 定 理 由

近年､学問諸分野の発展に伴い自然科学分野のみを らず_人文社会科学分野

において も､大型計算機敢利用して能率的 に学問の琴を上げる･ちとができるよ
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